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今日の授業では，「節度，節制」の「身の回りを整え」 

に関する部分を考えさせていく等，授業で取り扱う道

徳的価値を絞って，計画的に指導していくことが大切

なのですね。  

例 ２ 「 節 度 ， 節 制 」（ 小 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説  第 1 学 年 及 び 第 ２ 学 年 ）  

健 康 や 安 全 に 気 を 付 け ① ， 物 や 金 銭 を 大 切 に し ② ，身の回りを整え ③ ，  

わ が ま ま を し な い で ④ ， 規 則 正 し い 生 活 を す る こ と ⑤  

 
内容項目を理解するときの  

ポイントを教えてください。  

 

内容項目を理解するときのポイントは，児童生徒の発達段

階に応じた指導と計画的な指導の２点です。  

例１のように，同じ「個性の伸長」という内容項目でも，

児童生徒の発達段階に応じて，指導する内容は異なりま

す。小学校，中学校の指導内容を確認することが大切です。 

 

例２の①～⑤のように，１つの内容項目に  

複数の道徳的価値が含まれている場合があります。  

複数の道徳的価値を１つの教材で扱うことが難しい

場合は，１単位時間に指導するのではなく，小学校は

低，中，高学年のそれぞれ２年間，中学校は３年間の

中で計画的に指導することが大切です。  

例 １ 「 個 性 の 伸 長 」（ 小 ・ 中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 ）  

第 １ 学 年 及 び 第 ２ 学 年   自 分 の 特 徴 に 気 付 く こ と  

第 ３ 学 年 及 び 第 ４ 学 年   自 分 の 特 徴 に 気 付 き ， 長 所 を 伸 ば す こ と  

第 ５ 学 年 及 び 第 ６ 学 年   自 分 の 特 徴 を 知 っ て ，短 所 を 改 め 長 所 を 伸 ば す こ と  

中 学 校                 自 己 を 見 つ め ， 自 己 の 向 上 を 図 る と と も に ，  

個 性 を 伸 ば し て 充 実 し た 生 き 方 を 追 求 す る こ と  

児童生徒の発達段階に応じた指導  

計画的な指導  


